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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、

「くにたち公民館だより」
ホームページの QR コード▶

１２日（木）夜　くにたちブッククラブ

� 城山三郎『辛酸』

１４日（土）�～多文化共生事業�

外国にルーツをもつ親と子どもの日本語

教育を考える

２２日（日）昼＊　C
シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX公民館映画会

� 『東京物語』

２２日（日）～あの頃『くにたち』で…

２８日（土）～昼　院生講座�

� 「中国・明代の喫茶文化」

１０月４日（金）～朝　母と娘のむずかしさ

５日（土）昼　�目で見て楽しむプログラミング体験

６日（日）朝＊　図書室のつどい「５４字の物語」

今月の公民館（９月、１０月初）

＊印は参加自由、他は事前申込みが必要です。

９月から図書館・郷土文化館・公民館連携連続講座「あの頃『くにたち』
で…～大学町の成り立ちと駅舎～」がスタートします。それに先立ち、くにた
ち郷土文化館学芸員の中村さんに大学町の成り立ちの一端を解説してもらいま
した。くにたちの“あの頃”に想像の翼を広げてみませんか？

【特集】あの頃『くにたち』で…

「国立の大学町鳥瞰図」から
大学町を見てみよう

上
に
掲
載
し
た
図
（
図
１
）。
既
に

ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
国
立
大
学
町
を

開
発
し
た
箱
根
土
地
株
式
会
社
が
配
布

し
た
土
地
分
譲
案
内
に
あ
る
「
国
立
の

大
学
町
鳥
瞰
図
」
と
題
さ
れ
た
図
で
す
。

こ
の
案
内
に
は
「
商
大
に
縁
故
の
あ

る
校
友
学
生
及
其
の
関
係
者
の
方
々
」

に
限
定
し
て
特
別
待
遇
の
分
譲
地
地
価

の
割
引
を
す
る
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、東
京
商
科
大
学（
現　

一
橋
大
学
）

の
関
係
者
へ
送
付
す
る
た
め
の
案
内
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
一
一
月
一

五
日
付
の
『
一
橋
新
聞
』
第
二
七
号
に

こ
の
鳥
瞰
図
と
ほ
ぼ
同
じ
図
（
図
２
・

次
頁
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
図
１
は

こ
の
時
期
ぐ
ら
い
ま
で
に
描
か
れ
て
い

た
と
み
ら
れ
る
も
の
で
す
。
な
お
、
図

１
の
鳥
瞰
図
と
同
じ
図
の
水
彩
画
と
、

こ
の
鳥
瞰
図
と
同
じ
街
並
を
眺
め
る
婦

人
を
描
い
た
油
絵
が
、
箱
根
土
地
株
式

会
社
の
常
務
取
締
役
な
ど
を
歴
任
さ
れ

た
中
島
陟
氏
の
資
料
中
に
現
存
し
て
い

ま
す
。

国
立
大
学
町
の
土
地
分
譲
案
内
は
何

種
類
か
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
こ
の
鳥
瞰
図
の
あ
る
案
内
が
最
初

期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

鳥
瞰
図
に
は
、「
約
三
千
坪
の
駅
の

広
場
か
ら
は
一
直
線
に
廿に
じ
ゅ
う
よ
ん
け
ん

四
間
の
立
派

な
大
幹
線
道
路
と
左
右
に
二
条
の
放
射

幹
線
道
路
が
整
然
と
し
て
最
短
距
離
で

ど
こ
の
家
に
も
行
か
れ
ま
す
」
と
説
明

図１「国立の大学町鳥瞰図」：くにたち郷土文化館所蔵
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自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

が
付
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
国
立
駅
南

口
駅
前
広
場
や
大
学
通
り
、
富
士
見
通

り
や
旭
通
り
と
い
っ
た
主
要
な
道
路
等

の
プ
ラ
ン
は
概
ね
出
来
上
が
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
た
だ
、
描
か
れ

た
旭
通
り
北
東
側
の
街
区
の
パ
タ
ー
ン

が
現
状
と
異
な
っ
て
い
る
点
に
お
気
づ

き
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
？
富
士
見

通
り
北
西
側
は
現
在
と
同
じ
く
南
北
方

向
に
格
子
状
と
な
る
パ
タ
ー
ン
で
描
か

れ
て
い
ま
す
が
、
旭
通
り
北
東
側
は
旭

通
り
と
並
行
す
る
よ
う
に
各
ブ
ロ
ッ
ク

が
描
か
れ
て
お
り
（
図
３
）、
そ
の
後

に
造
成
さ
れ
た
南
北
方
向
に
格
子
状
と

な
る
街
区
の
パ
タ
ー
ン
（
現
在
と
同
じ

パ
タ
ー
ン
）
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
説
明
文
に
は
「
国
分
寺
と

立
川
駅
の
中
間
な
る
大
学
町
の
新
設
駅

を
下
車
す
る
と
停
車
場
も
大
学
町
ら
し

い
見
る
か
ら
に
気
持
の
よ
い
建
築
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
国
立
」
を

冠
し
た
駅
名
や
停
車
場
名
は
ま
だ
登
場

し
て
い
ま
せ
ん
。
描
か
れ
た
駅
舎
も
赤

い
屋
根
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
後
に

竣
工
さ
れ
る
三
角
屋
根
の
駅
舎
と
は
趣

が
異
な
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。
こ
の

段
階
で
は
駅
名
や
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
が
ま

だ
確
定
し
て
い
な
い
状
況
が
窺
わ
れ
ま

す
。大

学
町
の
東
西
に
目
を
や
る
と
、
公

園
や
遊
園
地
の
よ
う
な
施
設
が
描
か
れ

て
い
る
の
が
目
に
留
ま
り
ま
す（
図
５
）。

説
明
文
か
ら
は
、「
劇
場
、活
動
写
真
館
」、

「
中
央
広
場
や
公
衆
運
動
場
」
と
い
っ

た
施
設
の
建
設
が
目も
く

論ろ

ま
れ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
ま
す
が
、
大
学
町
居
住
者

に
娯
楽
を
供
す
る
施
設
を
ま
ち
の
東
西

に
配
す
る
、
そ
の
よ
う
な
構
想
を
描
き

込
ん
だ
可
能
性
を
考
え
た
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
大
学
町
中
央
に
あ
る
東
京
商

科
大
学
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
他
の
学

校
施
設
を
隣
接
し
て
配
し
た
か
の
よ
う

な
描
写
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
描
か
れ
た

大
学
の
校
舎
は
、
後
に
建
設
さ
れ
る
も

の
と
は
配
置
等
が
相
違
し
て
い
ま
す
が
、

大
学
通
り
を
挟
ん
だ
東
西
の
大
学
用
地

は
概
ね
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と

れ
ま
す
。
そ
の
大
学
通
り
東
側
の
大
学

用
地
の
南
に
接
す
る
よ
う
に
建
物
群
が

東
西
に
並
ん
で
描
か
れ
て
い
る
の
が
お

分
か
り
に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
（
図

６
）。
説
明
文
で
は
「
商
科
大
学
の
ほ

か
に
中
学
校
、
女
学
校
、
小
学
校
」
の

建
設
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
学

に
隣
接
し
て
こ
れ
ら
の
学
校
を
配
置
す

る
予
定
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
点
は
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）

年
初
め
頃
の
分
譲
案
内
と
み
ら
れ
る

「
国
立
大
学
町
分
譲
地
区
割
図
」（
図

７
）
で
、
鳥
瞰
図
と
同
じ
場
所
が
分
譲

地
以
外
の
区
画
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い

る
様
子
が
み
ら
れ
、
そ
の
説
明
文
中
で

「
大
学
町
に
於
て
は
既
に
之
れ
等
〔
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
女
学
校
：

引
用
者
〕
の
敷
地
は
予
定
せ
ら
れ
商
大

教
授
各
位
が
御
世
話
下
さ
る
事
に
な
つ

て
居
り
ま
す
」（
傍
線
は
引
用
者
）
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
し
て
き

ま
す
。
最
初
期
の
段
階
で
は
学
校
関
係

施
設
の
集
約
的
な
配
置
が
考
慮
さ
れ
て

い
た
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
描
写
で
す
。

こ
の
鳥
瞰
図
で
は
駅
周
辺
か
ら
大
学

等
の
教
育
施
設
に
か
け
て
、
赤
や
緑
、

青
色
の
屋
根
を
し
た
住
宅
と
み
ら
れ
る

建
物
が
密
集
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
描
写
に
は
同
じ
箱
根
土
地
株
式
会

社
が
分
譲
し
た
目
白
文
化
村
、
そ
こ
で

当
時
展
開
し
て
い
た
景
色
が
念
頭
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
の

で
す
。〝
文
化
住
宅
〟
と
称
さ
れ
た
様

々
な
様
式
を
ま
と
っ
た
建
築
、
時
に
は

「
赤
い
屋
根
瓦
が
震
災
〔
関
東
大
震

災
：
引
用
者
〕
前
の
象
徴
で
あ
れ
ば
、

緑
の
銅
板
葺
は
震
災
後
の
屋
根
を
表
現

し
た
も
の
」（「
目
白
文
化
村
の
一
住
宅

を
見
る
」『
主
婦
之
友
』
大
正
一
三
年

二
月
号
）
と
も
言
わ
れ
た
瀟し
ょ
う

洒し
ゃ

な
洋
風

の
街
並
み
、
そ
ん
な
住
宅
地
を
想
定
し

て
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
さ
ら
に
こ
の
描
写
か
ら
は
、
東
京

商
科
大
学
の
国
立
移
転
を
主
導
し
た
佐

野
善
作
学
長
に
よ
る
「
理
想
的
の
大
学

図2�『一橋新聞』第27号3面より抜粋�
「本学を中心とする大学都市の想像鳥瞰図」

� 資料提供：一橋大学附属図書館

図３　旭通り北東部分の街区のパターン

図４　新設駅舎と駅前広場の部分
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都
市
は
理
想
的
の
高
尚
な
住
宅
地
に
囲

ま
れ
て
こ
そ
初
め
て
実
現
せ
ら
る
の
で

あ
る
」（「
本
学
移
転
地
の
決
定
に
際
し

て
」『
一
橋
新
聞
』
第
二
七
号
）
と
の

言
説
が
想
起
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。

土
地
分
譲
案
内
に
掲
載
さ
れ
た
大
学

町
鳥
瞰
図
か
ら
国
立
の
ま
ち
づ
く
り
の

初
期
の
プ
ラ
ン
を
ほ
ん
の
少
し
覗
い
て

み
ま
し
た
。
こ
の
鳥
瞰
図
に
は
東
京
商

科
大
学
と
の
関
係
性
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

お
伝
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ

る
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
紙
幅
が
尽

学習権とは問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、

〈図書館・郷土文化館・公民館連携　地域史講座〉

あの頃『くにたち』で…　～大学町の成り立ちと駅舎～（全６回）
わたしたちが暮らしている「くにたち」。ここは、どの
ような地域で、どんな歴史を歩んできたのでしょうか。
そもそも、くにたちの位置する多摩ってどんな地域な
んだろう？中央線とくにたちの地形の深い関係って？大
学通りに飛行機が飛んできた？……様々な視点からくに
たちと大学町の成り立ちを紐解いていきましょう。
　　　　�多摩１０００年のあゆみをたどる�

～「くにたち」をはぐくんだ土壌～
講　師　石井　人

ひと

也
なり

（一橋大学）
と　き　９月２２日（日）

　　　　�多摩が経験した近代・現代�
～「くにたち」は神奈川県だった⁉～

講　師　石井　人也（一橋大学）
と　き　９月２９日（日）

　　　　�「くにたち」の開発・成長と駅舎建築
講　師　中村　良和（くにたち郷土文化館）
と　き　１０月１３日（日）

第１回

第２回

第３回

　　　　�くにたちの地形からみる中央線の歴史�
～甲武鉄道から中央線へ～

【第一部　講座】
講　師　今尾　恵介（日本地図センター）

【第二部　フィールドワーク】
協　力　国立まなびあるきの会
と　き　１０月２７日（日）
　※講座のあとフィールドワークを行います。
　※�フィールドワークは少雨決行。ただし荒天の際は
中止。

持ち物等　歩きやすい服装、飲み物、筆記用具

　　　　�大学通りを飛行機が飛ぶ⁉
講　師　中村　良和（くにたち郷土文化館）
と　き　１２月７日（土）

　　　　�国立大学町にまつわる鉄道計画
講　師　髙橋　秀之（日野市立新選組のふるさと歴史館）
と　き　１２月１４日（土）

時　間　昼２時～４時（第４回のみ朝９時～１２時半頃）
場　所　公民館　３階講座室
定　員　３０名（原則６回続けて参加できる方、申込先着順）
申込先　９月１０日（火）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

第４回

第５回

第６回

図５　大学町東西にある施設（左が東側、右が西側）

図７　「国立大学町分譲地区割図」：大正１５年初め頃
くにたち郷土文化館所蔵

図６　東西に並んだ建物群（学校施設か）

き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
講
座
で
ご

紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
つ
つ
筆
を
置
き

ま
す
。〈
文
責
：
中
村
良
和
（
く
に
た

ち
郷
土
文
化
館
）〉

国立大学町空撮：大正１５年頃　くにたち郷土文化館所蔵国立南口駅前広場：大正１５年頃
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個人的・集団的力量を発達させる権利である。

監督　小津安二郎
出演　�笠智衆、東山千栄子、原節子、杉村春子、山村聡、

三宅邦子、香川京子、東野英治郎、中村伸郎ほか

日本映画を代表する巨匠・小津安
二郎の名作を２か月にわたって特
集。
第１弾は『東京物語』。尾道から
子供たちに会いに上京してきた老夫
婦の姿を通して、時の流れによって訪れる家族の変容を穏
やかな中にも厳しい筆致で描き上げた、まさに小津芸術の
集大成ともいえる不朽の名作です。

と　き　９月２２日（日）昼２時～（開場昼１時）
ところ� 公民館　地下ホール　定員　８５名（当日先着順）
＊�ご自由においでください。ただし、定員を超えた場合は
入場を制限させていただきます。

入国管理法の改定により、今後日本で暮らす外国人は増
えることが予想されます。そうした中、日本語を母語とし
ない方が、言葉が通じないことによって地域から孤立して
しまう事例は珍しくありません。特に言葉の壁を抱えなが
ら学校生活を送らなければならない親子は大変です。今回
は、外国につながりを持つ親と子の現状と課題を知り、私
たちにどんなことができるのか考える機会としたいと思い
ます。

◆総論篇：９月１４日（土）
　～地域に暮らす外国の方の子育てに必要な視点～

講　師： 志村　ゆかり
（関西学院大学・日本語教育センター）

◆経験談篇：９月２₈日（土）
　～日本語を母語としない方の日本での子育て経験～

講　師：頼
より

田
た

　敦子（横浜市教育委員会　日本語講師）

◆発展篇：１０月５日（土）、１０月１２日（土）
　～地域でできることとは～

講　師：頼
より

田
た

　敦子（横浜市教育委員会　日本語講師）

と　き いずれも昼２時～４時
定　員　２５名（申込先着順）
� �＊市内在住者・全回出席できる方優先
ところ　公民館　３階講座室
申込先　９月７日（土）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

お　話　氏
うじ

田
た

　雄介（企画作家）

９マス×６行の「正方形の原稿用紙」に収められた「５４
字の物語」は、短いからこそ「意味がわかるとゾクゾクす
る」究極の短編小説として、いまTwitter をはじめとす
る SNSで話題になっています。短歌や俳句に次ぐ新しい
文学として、今の時代に合った作文の面白さがあり、実際
に、授業で取りあげる高校もでてきています。今回は、そ
の企画者である氏田さんをお招きして、その本の魅力をう
かがい、実際に５４字の作品を作ってみるミニワークショッ
も行います。

〈氏田さんの本〉
『意味がわかるとゾクゾクする超短編小説
　５４字の物語』（PHP研究所）ほか
と　き　１０月６日（日）午前１０時～１２時
ところ　公民館　３階講座室　
定　員　３５名（当日先着順）
＊申込は不要です。ご自由においでください。

ゴールボールはしょうがいのある人もない人も楽しめる
スポーツです。初めての方でも、大会までに体験講座があ
りますので、ご興味のある方はご参加ください。
試合に勝つことが目的でなく、目標に向かってお互い支

え合って取り組み、楽しむことを目指して出場します。

コーディネーター　川田　幸
さち

生
お

（一橋大学大学院）

と　き　１１月１７日（日）朝９時半～夕５時
（試合終了次第、解散。試合時間２０分×最大２試合）
ところ　新宿区立新宿中学校　体育館
定　員　１₆名（申込先着順）
� （２チーム：１チーム８名程度）
出場形式　前半・後半２部制で、交代で出場予定
体験講座：①１０月１₉日（土）、②１１月１₆日（土）
申込先　９月１７日（火）朝９時～１０月２５日（金）
� 公民館☎（５７２）５１４１

講　師　佐藤　泉（青山学院大学・日本近代文学）

と　き　９月１２日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊�この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が読み
を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

〈くにたちブッククラブ　言葉に寄りそい時間を超えよ〉

（角川文庫）
城山三郎『辛酸』

〈図書室のつどい〉

短歌、俳句に次ぐ新文学の世界
54字の物語

〈C
シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX　公民館映画会〉
《特集「映画監督・小津安二郎」①》

『東京物語』
松竹　1953年　白黒136分　※ＤＶＤ版

〈多文化共生事業〉

外国にルーツをもつ親と子どもの
日本語教育を考える

『パラスポーツ講座』（大会出場者募集）
ゴールボールの交流大会
 （初心者向け）に出てみよう‼
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講　師　張
ちょう

茹
じょ

涵
かん

（一橋大学大学院生 *）

おいしいお茶を淹れようとしたらみなさんは何に気をつ
かうでしょう。茶葉？器？それとも気のおけない友人？１₆
世紀の中国では、ポイントは「水」でした。当代随一の文
人・文徴明と仲間たちは、名高い湧水「恵山泉」をはるば
る訪れ、その探訪の感慨を詩文や絵画に残しました。
一杯の茶のために名水を求めるのは、当時一流の「教養」
の形をも体現するものでした。講座前編では、水と茶に傾
倒しながら深い教養を示した文徴明の詩画と、その隠逸の
思想についてお話しします。後編は文人の隠逸思想を込め
た水の論述をひもときながら、実際に台湾茶芸も披露します。

と　き　９月２₈日、１０月１２日（全２回）
 いずれも土曜日、昼２時～４時
ところ　公民館　３階集会室
定　員　２５名（申込先着順）
申込先　９月１２日（木）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

＊一橋大学大学院生による講座
国立市内の一橋大学では、研究者を目指す大学院生
が日夜研究に励んでいます。そこで公民館が架け橋と
なり、若手研究者と地域社会との交流講座を企画しま
した。最新の研究動向に触れるも良し！　修行中の院
生にアドバイスするも良し！　院生が講師となって専
門分野をご紹介します。

講　師　大
おお

美
み

賀
か

　直子（�メンタルケア・コンサルタント、
公認心理師、精神保健福祉士）

母と娘。同性であるがゆえに心理的な距離が近く、だか
らこそ何だか少し難しい、と感じていませんか？
「母娘関係が密着しすぎて息苦しい、離れすぎてさびし
い」「母の期待は嬉しいけれどプレッシャーも感じてしま
う」「私の子育てをもっと母に認めてほしい」「母となった
自分が子どもとどんな関係性をつくっていけるか心配」
「娘に対して、息子にはない特別の感情がある」……想い
や悩みは人それぞれ。母として娘として、母娘（おやこ）
関係の構造を学び、家庭の中で今起きている現象を振り返
ってみましょう。“ほどよい”家族関係を築くきっかけに
なればと思います。

※２０～３０代の女性・幼いお子さんを
　子育て中の女性対象の講座です。

と　き　 １０月４、１１、１₈日（全３回）
いずれも金曜日　午前１０時～１２時

ところ　公民館　３階講座室
定　員　女性２０名（申込先着順）
申込先　９月１２日（木）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

パソコンで絵を描き、それを動かして楽しむプログラミ
ング体験。第一回目では簡単な顔を描いて、その形を徐々
に動かすというプログラムを行いました。いろいろな表情
や動きがあり、楽しい時間になりました。他のプログラミ
ング言語の入門にもなります。もちろん二回目からでも参
加できますので、ぜひ奮ってお申し込み下さい。

講　師　宇佐美　理
ただし

（青年室スタッフ）

と　き　１０月５日（土）昼２時～４時
ところ　公民館　１階青年室
対　象　�しょうがいのある方と一緒に活動することに関心

のある高校生から４０歳くらいまでの方
身体・精神・発達のいずれかのしょうがいのある方の参加大
歓迎です（後日面談をする場合があります）。
備　品　ノートＰＣをご準備ください。
借用したい方はご相談ください。
定　員　５名（申込多数時抽選）
申込先　９月１７日（火）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

＊公民館では、青年室や「喫茶わいがや」など様々な
活動にボランティアの青年が関わっています。「青年
講座」は、そんな若者が企画した講座です。

日　時 １０月１７日（木）〈雨天中止〉
集　合　谷保駅北口　朝９時
実施方面　町田市薬師池公園方面
� （距離：約９キロ　高低差あり）
対　象　�市内在住、在勤者

※行程はウォーキング初心者向けで
す。

チラシ　�９月１₉日（木）から市役所３階生涯学習課、市民
総合体育館、公民館、北・南市民プラザ、くにた
ち・こくぶんじ市民プラザで配布します。

� �※コースの概要は国立市役所ＨＰでも確認できま
す。（９月１₉日から１０月１７日まで）

� 詳しくは配布チラシを確認してください。

申し込み 方法　チラシの内容（日程、コース、申込方法
等）を確認のうえ、９月１₉日（木）から１０月４日
（金）の期間に下記までお申し込みください。

申込・問合先　教育委員会　生涯学習課
� 　　　社会体育担当☎（５７₆）２１０７（直通）

学習権とはあらゆる教育の手だてを得る権利であり、

中国・明代の喫茶文化
～水と文人の隠逸思想～

〈社会体育事業〉
「街を・山を歩く」�第２回

～20～30代・子育て世代の女性に向けて～
母と娘のむずかしさ

〈若者対象・青年講座〉

〈院生講座〉

しょうがいのある人も一緒に学ぼう
目で見て楽しむプログラミング体験

「顔を描いて、
動かしました！」

「街を・山を歩く」
のホームページ
のＱＲコード
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http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

公民館の会場をより多くの団体が利用できるよう、会場調整の場を設けています。
会場調整会に参加する場合は事前の申し込みが必要なので、下記の手順をご確認ください。なお、会場調整会に参加し
なかった場合も、空いている時間帯やお部屋は公民館の窓口でお取りすることができます。

＊ 詳細や不明な点は、公民館までお問い合せく
ださい。

＊ 会場調整会は、公民館利用者連絡会のご協力
によって実施しています。

■今後の会場調整会日程
使用希望月 ロビー使用希望月 申込書のポスト投入期間 会場調整会

１１月 １2月 ９月７日（土）～１₀月３日（木） １₀月５日（土）午前１₀時

１2月 １月 １₀月５日（土）～１₀月₃１日（木） １１月２日（土）午前１₀時

１月 ２月 １１月２日（土）～１2月５日（木） １2月７日（土）午前１₀時

２月 ３月 １2月７日（土）～１2月2₆日（木）※ １月４日（土）午前１₀時

３月 ４月 １月４日（土）～１月₃₀日（木） ２月１日（土）午前１₀時

４月 ５月 ２月１日（土）～３月５日（木） ３月７日（土）午前１₀時

※２月分（ロビーは３月分）については、年末年始の関係でポスト投入期間が一週間早まっています。ご注意下さい。

会場を利用されている団体・サークル等の中から、調整会のお手伝いができる方を募集しています。
（個人でのお手伝いでも構いません）
お手伝いいただく作業は調整会当日朝９時に来ていただいて会場の申込書と表の読み合わせや、申込みの重なりのあ

る個所の読み上げなどです。（年１回程度です。）ご協力いただける方は公民館２階受付、または調整会の受付にてお声
がけください。� ～会場調整会は、公民館利用者連絡会のご協力によって実施しています～

申込書は、入口正面にあるポストに投入してください。

公民館の会場予約のご案内
―会場調整会―

2 会場調整会への参加
会場調整会は、毎月第一土曜日（祝日の場合は翌日の
日曜日またはあらかじめ公民館が指定する日）午前１０
時～、地下ホールにて開催しています。
使用希望が重なっているときはお互いに話し合い、調
整を行います。
重なっているグループが調整会に参加しなかった場合
は、使用希望は取り消しとなります。

4 会場調整会後の予約方法
会場調整会に参加しなくても、調整会当日の午後２時から、２
階事務室で空いている会場の予約を受付けます。
また、電話での仮予約は午後３時から受付けています。

3 本申込による予約の確定
調整の結果は仮予約です。調整会の会場で本申込ができます。
本申込は会場調整会から１０日以内にしてください。１０日を過ぎると仮予約は無効になります。

1 「公民館会場等使用調整会参加申込書」の提出
公民館１階入口正面にある会場別ポストに参加申込書
を投入する。

ポスト投入期限は、毎月、調整会直前の木曜日です。
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。
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公 民 館 の 　 ＆ 　

　どのような人が利用できますか？

　国立市内を拠点として、社会教育活動を行う団体や
サークル等です
※個人での利用はできません。

�　印刷をするための手続きや利用時間を教えてくださ
い。

　印刷機を利用する際は２階受付窓口で「使用申請
書」を提出してから、印刷することができます。
利用時間は休館日（月曜日）及び年末年始、臨時休
館日を除く火曜日から日曜日の午前９時から午後１０時
までです。

　印刷できるのはどのようなものですか？

　印刷できるのは社会教育活動のための配布資料やチ
ラシ広報物等です。営利目的の塾や教室、特定の政党
や宗教を支持・支援する活動等に関する資料の印刷は
できません。
また著作権法に抵触する資料の印刷もできません。
印刷できる大きさは葉書からＡ３サイズの範囲のも
ので、印刷色は黒になります。
印刷用の紙はご持参ください。

　印刷できる枚数に制限はありますか？

一度に印刷できる枚数は２，０００枚（両面印刷の場合

は１，０００枚）までです。
※２，０００枚以上印刷したい場合は一旦清算し、次に印
刷利用のグループが待っていない場合のみ、引き続
き利用することができます。

　利用料金がどのくらいかかりますか？

　実費相当分をお支払いいただきます。
原稿１枚につき３２．８円　印刷１枚につき０．４円かか

ります。（令和元年９月１日現在）
※利用料金を現金でお支払いできるのは、午前９時か
ら午後５時までの間に印刷が終了した利用分です。
夜間（午後５時から午後１０時まで）や祝日にご利用
の際は、当日の現金支払いができません。発行する
納付書で掲載してある金融機関にてお支払いいただ
くか、翌日以降の午前９時から午後５時（休館日・
祝日を除く）までの間に公民館２階受付窓口でお支
払いいただけます。

　印刷機利用の予約はできますか？

　印刷機を予約してのご利用はできません。
使用している団体がある場合はお待ちいただくこと

になります。また、資料作成などの作業以外でのご利
用はできません。
初めての方は職員が印刷機等の使用方法を説明しま

すので祝日を除く午前９時から午後５時までの間にご
利用ください。

このコーナーでは公民館について一問一答形式で紹介していきます。
今回は公民館の「印刷機の利用」についてです。

駅前通りで見つけました
久保百合子さん（富士見台）
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ブ
リ
ー
ジ
ン
グ
・
ヨ
ガ
会
員
募
集

イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
シ
ヴ
ァ
ナ
ン
ダ

ヨ
ガ
の
中
級
ク
ラ
ス
で
す
。
心
身
息
を

調
え
、
深
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
へ
と
導
き
ま

す
。
体
験
可
。

日
時　

毎
週
日
曜
日　

朝
１０
時
半
～

場
所　

富
士
見
台
２
丁
目
集
会
所

連
絡
先　

坂
井
０８０
（
３５２１
）
０
０
１
８

太
鼓
た
た
い
て
健
康
に
！
会
員
募
集

主
に
ア
フ
リ
カ
起
源
の
太
鼓
を
た
た

い
た
り
冥
想
を
し
て
、
心
身
の
バ
ラ
ン

ス
回
復
、
認
知
症
予
防
、
ス
ト
レ
ス
発

散
し
て
い
ま
す
。
楽
器
は
こ
ち
ら
で
用

意
、
初
心
者
歓
迎
。　

た
た
い
て
健
康

日
時　

月
曜
日
月
２
回　

昼
１
時
半
～

場
所　

郷
土
文
化
館　

講
堂

連
絡
先　

末
兼
０８０
（
３４０４
）
０
８
０
８

数
学
を
楽
し
む
集
い
（
九
月
期
）

九
月
は
パ
ズ
ル
と
そ
の
背
後
に
あ
る

数
学
の
理
論
や
、
整
数
の
不
思
議
な
性

質
と
成
り
立
つ
理
由
を
御
紹
介
し
ま
す
。

き
っ
と
数
学
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

日
時　

９
月
１４
日
・
２８
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

公
民
館　

集
会
室

連
絡
先　

山
本
（
５７２
）
１
０
２
８

タ
イ
ル
ア
ー
ト
で
な
べ
敷
作
ろ
う
！

講
師
は
国
立
市
を
拠
点
に
活
動
す
る

タ
イ
ル
ク
ラ
フ
ト
歴
２２
年
の
伊
東
亜
由

さ
ん
。
１５
×
１５
㎝
の
な
べ
敷
を
作
り
ま

す
。
参
加
費
１
４
０
０
円
。
持
物
エ
プ

ロ
ン
・
ハ
サ
ミ　

持
ち
帰
り
袋
。

日
時　

９
月
２１
日
㈯　

昼
２
時
～

場
所　

た
ま
り
ば
宙そ

ら　

谷
保
駅
前

連
絡
先　

た
ま
り
ば
宙そ

ら（
８４３
）０
４
４
３

江
戸
庶
民
の
暮
ら
し
を
知
る
会

落
語
は
江
戸
後
期
、
富
裕
層
や
文
化

人
が
面
白
お
か
し
い
話
を
持
ち
寄
り
披

露
し
た
サ
ロ
ン
的
集
ま
り
に
始
ま
る
。

江
戸
風
情
を
聞
か
せ
現
代
も
人
気
の

「
落
語
」の
魅
力
を
探
る（
会
費
千
円
）

日
時　

９
月
２１
日
㈯　

夜
７
時
～

場
所　

公
民
館　

中
集
会
室

連
絡
先　

中
島
０８０
（
５４６６
）
６
１
８
０

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会
の
発
表
会

日
頃
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
る

仲
間
達
が
多
数
集
ま
り
、
発
表
会
を
芸

小
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。
お
友
達
な
ど

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
を
出
演

者
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

１０
月
４
日
㈮　

朝
１１
時
～

場
所　

芸
術
小
ホ
ー
ル

連
絡
先　

高
橋
（
５７２
）
０
８
０
６

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
教
室
　
無
料

軽
く
振
っ
た
ス
テ
ッ
ク
で
ボ
ー
ル
が

は
ず
む
。
ゲ
ー
ト
通
過
で
続
け
て
打
て

る
。
運
動
靴
で
、
ご
参
加
下
さ
い
。

主
催　

国
立
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

日
時　

�

１０
月
１０
日
㈭
～
１１
月
１０
日
㈰
週

二
回
木
・
日
曜
日　

朝
１０
時
～

場
所　

矢
川
上
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

連
絡
先　

鈴
木
０９０
（
１１０２
）
３
６
９
５

ひ
ろ
ば

（
７
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
）

＊
「
ひ
ろ
ば
」�

�

写
真
募
集
中
＊

国
立
の
風
景
や
行
事
、
自
然
な

ど
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
公
民
館
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

混
声
合
唱
の
サ
ー
ク
ル
「
国
立
カ
ン

タ
ー
ビ
レ
」。
な
ん
と
水
泳
の
「
ド
ル

平ひ
ら

の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、「
合
唱
も

や
り
た
い
ね
」
と
集
ま
っ
て
設
立
し
た

と
い
う
。
や
は
り
「
ド
ル
平
」
に
所
属

し
て
い
る
青
木
啓
子
先
生
は
発
足
当
初

か
ら
指
導
、
今
年
で
９
年
目
に
入
る
。

４０
代
か
ら
８０
代
の
２０
名
ほ
ど
の
メ
ン

バ
ー
が
先
生
の
指
導
に
合
わ
せ
て
発
声

練
習
を
始
め
る
と
、
部
屋
い
っ
ぱ
い
に

ツ
ヤ
の
あ
る
声
が
広
が
っ
た
。
声
が
若

い
！　

「
８
年
も
続
け
て
い
る
と
、
ど

ん
ど
ん
声
が
出
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す

よ
」
と
先
生
。

先
生
が
指
導
す
る
他
の
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
や
ピ
ア
ノ
の
教
え
子
と
合
同
で
、

毎
年
４
月
に
「
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
芸
小
ホ
ー
ル
で
開
催
、６
月
に
は「
く

に
た
ち
音
楽
祭
」
に
も
参
加
し
て
い
る
。

前
回
歌
っ
た
ザ・ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の「
恋

の
フ
ー
ガ
」
と
「
恋
の
バ
カ
ン
ス
」
を

披
露
し
て
く
れ
た
。
振
り
付
き
で
楽
し

さ
全
開
、
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
の
曲
は
原
爆
の
悲
惨
さ
を

歌
う
「
消
え
た
八
月
」。
先
生
は
少
し

重
い
内
容
か
と
思
っ
た
そ
う
だ
が
、
小

さ
い
時
に
戦
争
を
体
験
し
た
メ
ン
バ
ー

が
い
る
か
ら
こ
そ
、
歌
う
こ
と
に
し
た

と
い
う
。

次
回
は
男
性
メ
ン
バ
ー
か
ら
、「
ブ

ル
ー
・
シ
ャ
ト
ウ
」
や
「
シ
ク
ラ
メ
ン

の
か
ほ
り
」
が
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
て
い

る
そ
う
だ
。
そ
の
他
に
ラ
テ
ン
語
の
歌

詞
を
歌
う
「
青
少
年
の
た
め
の
ア
ヴ
ェ

・
マ
リ
ア
」
な
ど
を
練
習
中
。

先
生
の
歌
声
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、
数

小
節
ず
つ
進
み
、
だ
ん
だ
ん
ハ
ー
モ
ニ

ー
が
形
作
ら
れ
て
い
く
。
楽
譜
の
読
め

な
い
人
は
レ
コ
ー
ダ
ー
に
録
音
し
て
、

散
歩
を
し
な
が
ら
聴
き
、
台
所
仕
事
を

し
な
が
ら
聴
い
て
、
練
習
し
て
い
る
と

い
う
。

練
習
の
合
間
も
笑
い
声
が
絶
え
ず
、

練
習
後
の
お
茶
会
も
メ
ン
バ
ー
の
活
力

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

会
費
１
カ
月
３
千
円
、
団
員
募
集
中
。

日
時　

１
・
３
金
曜
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

矢
川
集
会
所

連
絡
先　

三
浦
０７０
（
５０８４
）
８
５
７
１

�

〈
文
・
写
真
　
西
尾
万
樹
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
３
５
〉

国
立
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

だんだんハーモニーが形作られていく

＊
公
民
館
の
外
壁
工
事
を�

�

実
施
し
て
い
ま
す
＊

公
民
館
は
、
１
月
１５
日
ま
で
の

工
期
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
き

な
音
が
出
る
工
事
は
、
１１
　

月
末
頃

ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
と
く

に
９
月
は
大
き
な
音
が
出
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
）。
工
事
の
時

間
は
、
日
曜
日
を
除
く
平
日
及
び

土
曜
日
、
祝
日
の
午
前
８
時
か
ら

午
後
６
時
で
す
。

工
事
期
間
中
の
施
設
利
用
に
際

し
て
、
駐
輪
場
の
使
用
等
が
不
可

（
１１
　

月
末
頃
ま
で
を
予
定
）
と
な

っ
て
お
り
、
工
事
音
や
振
動
が
生

じ
て
い
ま
す
。
公
民
館
の
各
部
屋

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
が
、
会

議
・
講
演
会
等
で
静
か
な
環
境
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
他
の
施
設

で
の
実
施
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
掛
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施

設
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

�
公
民
館
☎
（
５７２
）
５
１
４
１


